
№ 意見の概要 区の考え方

1

　災害時の廃棄物処理には区民の自覚・協力が不可
欠なことは論を待たない。これは発災時には自分た
ちが何をすべきかを、平常時より周知して自覚して
いただいておくことが肝要であり、そのことをいか
に実効性のある方策をもって行っていくかを考えて
いただきたい。

　ご指摘のとおり、災害時の廃棄物処理に
は区民の皆さんの協力が不可欠です。その
ため、他自治体の取り組みも参考にしなが
ら、効果的な広報を検討し、平常時から、
災害時のごみの出し方等の啓発に努めてま
いります。

2

　震災などに際しては、がれきが道路を塞ぐ可能性
も高い。道路啓開を早急に進めるために、早期にお
いては運搬距離を極力短くすべきであり、道路わき
にあるような駐車場などの一時使用等も考慮に入れ
ておくことも有用と考える。

　区内には、がれきを仮置きする応急集積
場所（一時積み置場）や一次仮置場（分別
処理場）として活用可能な、一定規模を有
する公園等が多数あることから、これらの
公園等の公有地の活用を基本としています
が、必要面積が不足する場合に備え、平常
時から駐車場等の借用可能な私有地の候補
地選定を検討してまいります。

3

　近年、ゲリラ豪雨や暴風などにより大規模とは言
えないが局所的に建物被害が発生する水害、風害が
多発しており、そうした局所的な災害で自宅が破損
した場合、自ら業者などの手配を行い処理するな
ど、被害にあった区民は生活再建に苦労されてい
る。
　よって、当該計画案は大規模災害時の廃棄物処理
に係るものであるが、局所的、また小規模な被害に
よる廃棄物の処理についての視点も盛り込む必要が
有ると考える。

　局所的または小規模災害によって発生し
た廃棄物処理について、個人で処理できな
い場合等は、本計画の考え方を踏まえつ
つ、個別対応の実施等について検討してま
いります。
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